第６６回香川県高等学校定時制通信制課程総合体育大会
バレーボール競技開催要項
１．期　　日　　平成２９年６月２５日（日）９：３０開会式　１０：００試合開始
２．会　　場　　高松商業高等学校体育館　高松市松島町1-18-54　℡087-833-1971
３．競技規則　　平成２９年度（公財）日本バレーボール協会６人制競技規則による。
　　　　　　　　ただし、ネットの高さは男子２ｍ３５㎝、女子２ｍ１５㎝とする。
４．競技方法　　１　男女とも、全試合３セットマッチのトーナメント戦とする。
　　　　　　　　　　なお、全セット２５点ラリ－ポイント制とする。
　　　　　　　　２　３位決定戦は行わない。
５．参加資格　　１　香川県高等学校体育連盟の加盟校で、定時制又は通信制課程の生徒で
あること。
　　　　　　　　２　(公財)日本バレーボール協会へ「高校」及び「選手」として有効に登録　　　　　　　　　　　されたチ－ムでなくてはならないが、香川県の定通制総合体育大会の出　　　　　　　　　　　場に関しては、特例として登録をしていなくても参加を認めている。
　　　　　　　　　　ただし、全国大会の出場権を獲得したチームは、改めて登録の手続きが必要である。（決勝戦後、登録に関する説明を行う。登録料は１チーム１２，０００円と個人登録料１人当たり１，２００円が必要である。）
　　　　　　　　３　チームの編成は単一校とし、定時制と通信制、または全日制との
　　　　　　　　　　混成は認めない。
　　　　　　　　４　年齢の制限はないが、本大会への出場限度は４回とする。
　　　　　　　　５　参加選手は予め健康診断を受け、所属学校長が出場を認めた生徒
　　　　　　　　　であること。
　　　　　　　　６　全日制の総合体育大会へ参加していない生徒であること。
６．ﾁｰﾑ 編成　　１　チームは、監督・コ－チ・マネージャー各１名と選手１２名の合
　　　　　　　　　計１５名以内とする。
　　　　　　　　２　監督は当該学校の教職員とし、マネ－ジャ－は当該学校の教職員
　　　　　　　　　　または生徒であること。
　　　　　　　　３　引率責任者（専任教員）は，選手全ての行動に対して責任を負う
　　　　　　　　　ものとする。
７．参加申込　　　必要事項を記載した所定の申込用紙を２部作成し、締切を厳守して、次のところへ送付する。ただし、次の申込は受理できないので注意する。　　　　１電話の申込。２申込期限を過ぎている。３申込書に記載漏れがある。
　　　　　　　　　①　締　切　　平成２９年５月２６日（金）
　　　　　　　　　②　申込先　　高松市番町３－１－１　高松高校内
　　　　　　　　　　　　　　　　香川県高等学校体育連盟事務局宛
８．抽 選 会　　平成２９年６月９日（金）１３：００～　銀星旅館会議室
９．表彰など　　１  この大会の男女優勝チームを、それぞれ第44回全国高等学校定時
　　　　　　　　　　制通信制バレーボール大会(8/2～6,ひらつかサンライフアリーナ)に、香川県代表として推薦する。
　　　　　　　　２　優勝チームには表彰状（県教育長・県高体連会長）と優勝杯を、
　　　　　　　　　　準優勝チームには表彰状（県高体連会長）を授与する。
10. そ の 他　　１　参加申込後に、エントリーに交代（監督・コーチ・マネージャー
　　　　　　　　　　・選手が代わる）と変更（ユニフォームの背番号を変える）のある

チームは，開会式開始の９：３０までにエントリー係のところへ、
同封の「交代・変更届」用紙を提出して手続を完了する。なお、交代
にあたっては開催要項５の参加資格に違反してはならない。
　　　　　　　　２　開会式は全チームがユニフォームで参加する。
　　　　　　　　３　ユニフォーム名は、参加申込書に記載された名称又は、それに準じ
　　　　　　　　　　たもの（簡略化なら可）を用いる。
　　　　　　　　４　選手は１～12までの一連番号をつけることが望ましい。また、監
　　　　　　　　　　督章・コーチ章・マネージャー章・キャプテンマークを所定のとこ
　　　　　　　　　　ろに着けていない場合は、ベンチやコートでその権力を行使するこ
　　　　　　　　　　とはできない。
　　　　　　　　５　第１試合の線審員・点示員は、同じコートの第３試合のチームに
　　　　　　　　　依頼する。第２試合以降は、前試合のチームに依頼する。（ただし、
　　　　　　　　　　参加チ－ム数により変更する場合がある。）
　　　　　　　　　　なお、点示員用の椅子を準備はするが、サーブ権のある側は立った
　　　　　　　　　　姿勢で点示する。また、セットが終了すれば、その得点表示もする。
　　　　　　　　６　棄権をしなければならないチームは、遅くとも開催日の前々日まで
に開催要項７－②のところへ必ず連絡をすること。試合の繰り上げ
の連絡や、補助役員（線審・点示など）の依頼を他のチームへしな
ければならないので、可能な限り早急に連絡をすること。
　　　　　　　　７　学校管理下における傷病については、日本スポーツ振興センター
　　　　　　　　　法の適用を受けることができる。
